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「
経
済
学
の
勉
強
は
、
経
済
学
者
に

騙
さ
れ
な
い
た
め
」
と
経
済
学
者
ジ
ョ
ー

ン
・
ロ
ビ
ン
ソ
ン
が
言
っ
た
。
今
、

安
倍
政
治
に
騙
さ
れ
な
い
よ
う
に
学

習
が
肝
要
か
▼
11
本
も
の
安
保
法
制

関
連
法
案
を
提
出
し
、
短
期
間
で
一

気
呵
成
の
成
立
を
狙
っ
て
い
る
。
戦

争
法
案
そ
の
も
の
だ
が
、
「
国
民
の

安
全
、
命
を
守
る
」
た
め
と
説
明
す

る
▼
国
会
論
戦
の
安
倍
首
相
の
話
は

わ
か
り
に
く
い
。
質
問
に
的
確
に
答

え
ず
自
分
の
主
張
だ
け
強
弁
し
て
い

る
。
国
会
は
「
難
し
い
こ
と
を
や
さ

し
く
」
国
民
に
伝
え
る
こ
と
が
役
割

だ
ろ
う
▼
天
声
人
語
で
「
手
だ
れ
の

人
」
と
言
わ
れ
た
志
位
さ
ん
の
話
は

理
路
整
然
と
分
か
り
や
す
い
。
〈
腕

利
き
〉
で
あ
り
、
〈
熟
達
〉
人
だ
。

戦
争
法
案
の
本
質
が
よ
く
わ
か
り
、

後
方
支
援
は
兵
站
で
あ
り
、
武
器
の

使
用
は
、
武
力
行
使
で
あ
り
、
必
ず

戦
死
者
、
犠
牲
者
が
出
る
と
。
黒
を

白
と
言
い
く
る
め
る
首
相
の
弁
と
は

大
違
い
▼
オ
ー
ル
埼
玉
総
行
動
の
狼

煙
が
高
々
と
上
が
っ
た
。
正
念
場
に

向
け
、
安
倍
政
権
の
誤
魔
化
し
に
騙

さ
れ
る
こ
と
な
く
よ
く
よ
く
学
習
し
、

戦
争
法
案
を
廃
案
に
追
い
込
ま
な
け

れ
ば
！

〈
き
ょ
た
〉

◆６月１４日（日）１３：１０～ 埼玉教育会館

埼玉｢資本論｣教室 第３巻のためのガイダンス 無料

講師 宮川彰（首都大学東京名誉教授）

◆６月１４日（日）プラザイースト２Ｆ

ドキュメンタリー映画「圧殺の海」上映会

①10:00~11:50 ②12:30~14:20 ③15:00~16:50 ④17:30~19:20

一般１３００円 学生１０００円 当日１６００円

※①のみ保育あり保育は一人３００円（事前申込が必要）

◆６月１８日（木）１８：３０～ 浦和コミセン（パルコ１０階）

「オール沖縄のたたかいに学ぶ」

お話 仲山忠克（弁護士・沖縄革新懇代表世話人）

◆６月２１日（日）１３：００～市民会館うらわ

さいたま子どもの権利センター総会

講演 堅 十萌子さん（埼玉中央法律事務所）

◆６月２７日（土）６：５０ 駒場グランド集合

福島の現状を知るバスツアー第２弾

現地案内：伊藤達也氏（原発問題住民運動全国連絡センター）

◆６月２６日（金）１３：３０～ 大宮教育会館

「戦争法案学習会」

講師 堅 十萌子さん（埼玉中央法律事務所）

６月議会が始まります

後援会のみなさんお元気です

か。市議選が終わって２カ月が

たとうとしています。「５．３

１オール埼玉総行動」には、全

県から１万４００人の方々が集

まり、「９条壊すな、戦争させ

ない」の大集会が成功

しました。私も、浦和

区のパレードに参加し、必ず

「廃案」に追い込む決意を固め

ました。

さて、前回のニュースでは、

５月臨時議会が行われ議会の体

制が決まったことをお伝えしま

した。６月議会は、新しく選出

された議員にとって最初の本格

的議会です。

今議会には２８本も議案が市

長から提出されました。６月１

５日（月）から１７日までは、

各会派による代表質問及び一般

質問が行われます。日本共産党

からは、代表質問を私が行うこ

とになり、市長の政治姿勢につ

いて、「戦争法案」問題、「戦

後７０年の節目に立って歴史認

識」等を質します。条例議案で

は、マイナンバー制度にかかわ

る議案をはじめ、議員の期末手

当値上げ条例などが審議されま

す。「期末手当」議案は、今年

の２月議会で審議未了となった

もので、今回２度目の議案とな

ります。２月議会では、市長、

副市長等の期末手当が日本共産

党以外のオール与党で可決され

ています。今回は、議員まで値

上げをしようというわけです。

党市議団は、しっかり議

論に参加して再び廃案に

向けて全力で取り組みます。消

費税増税、年金切り下げ、下水

道料金値上げ、高い国保税など、

市民負担が押し付けられる中、

議員の期末手当の値上げなど、

市民の合意など得られるはずが

ありません。みなさん、議会傍

聴をお願いいたします。

◆◆鳥海としゆきの議会報告◆◆

５月３１日「オール埼玉総行動」の会場は、１万４００人のいっ

ぱいの参加者の熱気であふれていました。北浦和公園集会で１万

人超えは初めてとの事。それだけ戦争法反対の声が大きくなって

いる事を実感しました。リレートークで高校３年生の山森要さん

が堂々と発言され、若い子も自分の未来を真剣に考え、行動して

いることを聞き、感動と勇気をもらいました（うちの息子たちに

も聞かせたかったです）。暑い日で、若干熱中症気味になりまし

たが、浦和区の皆さんと南与野駅まで大声でアピールしながらの

パレード、楽しかったです。「国民の声を聞きなさい！」の言葉

がおかしくて馬場さんと大笑い！大声で叫んでストレス発散になっ

たかも・・・。「戦争する国反対！憲法９条守れ！安倍は辞めろ！」

の声を広げていきましょう！（大友啓子）

安倍政権が進める戦争法案を廃案に

追い込むため、「５・３１ オール埼

玉総行動に」に参加しました。

国会では野党の追及に対して答えを

はぐらかし、時間稼ぎの委員会審議が

続いています。しかし共産党の志位さ

ん、穀田さん、赤嶺さんの追及は十分

に用意された資料によって、隠す事の

できない戦争法案の本質を明らかにし

ています。兵站を後方支援と言い換え、

武力行使を武器使用と言い換え、法案

名にさえ「平和」を入れて国民を騙そ

うとしています。しかし憲法審査会で

は自民党が推薦した憲法学者でさえも

戦争法案を「違憲」だと断言しました。

戦争法案は、戦後７０年間守り続け

てきた憲法９条が掲げる平和主義を根

底から否定するものです。断じて許す

事はできません。殺し殺される戦争と

いう極限の状態を日本の若者に味あわ

せる事は出来ません。これからも声を

弱める事なく戦争法案を廃案に持って

行きましょう！（岡本啓一）

５
・3 1
オ
ー
ル
埼
玉
集
会

蕎麦打ち名人 針谷努さん
「これはうまい！」みんなの口から思わず出てしまう。均等に切れ、見事

に盛り付けられた艶やかな蕎麦。この蕎麦を打ったのは、領家在住の針谷さ

んだ。腕前は２段。この秋、３段へ挑戦する。段位認定制度の試験にパスし

ないとならない。切り揃え率は９０％以上という難関だ。

定年後の趣味として、６年前の医療生協での蕎麦打ち体験をきっかけに、

埼玉蕎麦打ち倶楽部の教室へ通い始めた。針谷さんは、地域の蕎麦好きの人

や集まりなど自ら進んで蕎麦を打ってくれる。それは、ＮＰＯ全麺協の目的

に「そば打ちを通して仲間づくりと地域づくりを進める」こともあるが、あ
りがたくもあり、嬉しくもある。また、技能向上のためには日頃の研鑽が必

要で、稽古で打った蕎麦を仲間（サポーター）に食してもらう。針谷さん曰

く、「好きな蕎麦を自ら打って、美味しく食べる、そして仲間ができる、こ

れ楽しみなり」と。自宅や会合で手打ち蕎麦を食べたいときはサポーターと

して大歓迎だそうです。ご連絡下さい。（領家：石川）
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あけび書房社長久保則之氏に聞く

「うらわ

宿」編集部

は５月下旬、

浦和区東岸

町にお住ま

いで２０１

４年度第３

０回梓会出版文化賞を受賞された出

版社「あけび書房」の代表取締役社

長久保則之氏（写真）にインタビュー

しました。設立から３２年間、一貫

して福祉、貧困、憲法をテーマに、

これまで３００冊近い本を出版して

います。久保社長に、受賞の喜びや

これから出したい本、出版界の状況

そして安倍政治への姿勢などについ

て縦横無尽に語っていただきました。

Ｑ．「梓会出版文化賞」受賞おめで

とうございます。この賞について概

要を教えてください。また今回の授

賞理由、感想などお願いします。

Ａ．作品や著作者には芥川賞など数

多くの賞がありますが、出版社に与

えられる賞は、この梓会出版文化賞

が唯一と言っていいほどです。この

賞は毎年１つの社に与えられ、大手

ではなく継続的に頑張っている中小

出版社が対象になります。今回私共

が受賞しました。『ＮＨＫが危ない！』

『これでいいのか！ 日本のメディア』

『日本の奨学金はこれでいいのか！』

『生活保護で生きちゃおう！』など

「挑戦的で気骨ある出版活動」とい

うのが選考理由です。上野千鶴子さ

んや斎藤美奈子さん、竹内薫さん等、

素敵な審査員の方々から評価された

ということで、大変嬉しく思ってい

ます。

Ｑ．久保社長の経歴や、あけび書房

の歩みを教えていただけますか。

Ａ．生まれは名古屋です。大学は名

古屋大工学部応用化学科だったので

すが、卒業目前の４年生の１２月に

中退し、哲学をやりたくて当時島田

豊先生がいた日本福祉大学に受験し

直し、入学しました。四日市コンビ

ナートの大手企業に就職をすること

になっていたのですが、このまま公

害をまき散らす企業に入っていいの

だろうかと疑問を感じ、学生運動真っ

盛りの影響もあってもう一度考えて

みたくなったんですね。親は勿論嘆

きました。日本福祉大学で共同作業

所など障がい者問題にかかわって福

祉にも関心を持つようになりました。

卒業後、上京し、機関紙協会本部の

出版部門に約１０年勤めました。そ

の時に学んだことが独立して出版社

を開く上で役立っていったと思います。

あけび書房を設立したのは、当時中

曽根政権が進めていた福祉切り捨て

路線に出版活動を通して反撃したかっ

たためです。設立日も１９８３年２

月１日で老人保険法が施行された日

としました。この日はそれまで無料

だった老人医療が有料となった日です。

Ｑ．最初の本は映画「いのちの山河

～日本の青空Ⅱ～」の原作で有名に

なった『沢内村奮戦記』でしたね。

Ａ．そうです。国に抗して老人医療

無料を続けた沢内村の本です。及川

和男さんの『村長ありき』とともに

映画の原作になりました。この本は

現地の岩手県沢内村に何度も通って

村長や病院長、保健婦さん達と一緒

に作った本でもありましたので、思

い出深いです。この本で出版活動を

スタートできたのは幸運でした。

Ｑ．この本がもっとも売れたのですか。

Ａ．『沢内村奮戦記』はよく売れま

したが、最も売れたのは『福祉が人

を殺すとき』という本です。題名は

私がつけましたが、衝撃的な題名で

すねとよく言われます。実はこの題

名は、荒川区で実際に起きたあるお

ばあちゃんの自殺事件に関係してい

ます。そのおばあちゃんは生活保護

を受けていたのですが、役所からい

ろいろ言われていました。そしてつ

いに、「福祉は人を生かすのですか

殺すのですか。分からなくなりまし

た。私はもう生きたくありません」

との遺書を残して死んでいった事件

がありました。その遺書をもとにつ

けました。私自身が非常に衝撃を受

けた事件でしたから。

Ｑ．いま出版業界はどうなっているの

でしょうか。大分右傾化している本が

書店や広告で目立つのですが。

Ａ．とにかく景気が悪く活字離れも

あって売れそうな本しか作らないと

いう現実があります。それと右傾化

しているというのはその通りで、我々

でも議論になっています。

ヘイトスピーチなどの右傾化はその

類の本の多さにも現れていますが、

大手書店などの売り場での置かれ方

も大々的で異常です。一方、右傾化

に批判的な本が書店に並ぶと、書店

にクレームが入る。特に昨年がひど

く、そうしたクレームで自粛してし

まう書店がでてきている。これは言

論・出版の自由にとって大きな問題

です。

私達は

同じ志を

持ってい

る出版社

２０社程

で「平和

の棚の会」

という会を組織し、平和を追求して

いる本の売り場を作ってくれるよう

書店に協同の働きかけをしています。

これも右傾化に対抗する一つの活動

と思っていますが、出版社と書店の

大切な励まし合いでもあります。協

力してくれる書店の輪が広がってき

ています。

Ｑ．私たちは出版界のそうした動向に

どうしたらいいのでしょうか。

Ａ．一番励みになるのは読者の皆さ

んから来る手紙、ＦＡＸ、ＴＥＬ、

メールなどの感想、書評です。特に

「いい本出しましたねえ」などと言

われると本当に嬉しく力が沸いてき

ます。愛読書ハガキや手紙、ＦＡＸ
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などで書いていただくのが一番いい

と思います。必ず会社の上のほうに

届きますから…。勿論ＴＥＬやメー

ルも有り難いです。

それは出版に限らず、新聞やテレビ

などメディアに対しても言えること

だと思います。

Ｑ．共産党への要望や注文がありまし

たら何でも言って下さい。

Ａ．今回市議選で当選して本当に良

かったと思います。国政でも躍進し

ています。嬉しいですね。とにかく

もっともっと数を増やして欲しい、

増やしたい、それにつきますね。た

だ悔しいけれど、いくら頑張っても

小選挙区だと厳しいという現実があ

ります。この選挙制度をなんとかし

ないといけません。

Ｑ．いろいろと有難うございました。

これからの抱負をお聞かせ下さい。

Ａ．福祉・貧困、憲法、メディアと

いう三本柱で今後も頑張っていきた

い。それと、先程の小選挙区制。こ

の制度をかついだＡ級戦犯は当時の

メディアだと思っています。小選挙

区制廃止の本づくりにも力を注ぎた

いと思っています。

なお、久保社長よりおすすめの本

を４冊ほど紹介していただきました。

詳しくはあけび書房ホームページを

ご覧下さい。

１．『重大な岐路に立つ日本』世界

平和アピール七人委員会･編（池内了、

池辺晋一郎、大石芳野、小沼通二、

高原孝生、髙村薫、土山秀夫、武者

小路公秀･著1400円。

２．『ＮＨＫが危ない！－政府のＮ

ＨＫではなく、国民のためのＮＨＫ

へ－』（池田恵理子、戸崎賢二、永

田浩三・著）1600円。

３．『ヒロシマを生きのびてー被爆

医師の戦後史―』（肥田舜太郎、林

京子･著）2000円。浦和区在住肥田先

生の本です。

４．『日本の奨学金はこれでいいの

か！－奨学金という名の貧困ビジネ

ス－』奨学金問題対策全国会議･編

（伊東達也、岩重佳治、大内裕和、

藤島和也、三宅和久･著）1600円。

出版社は読者からの励ましが
何より力になります

近
年
、
歴
史
の
教
科
書

に
も
紹
介
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
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五
日
市
憲
法
草

案
」
の
生
ま
れ
た
五
日
市

を
先
日
訪
ね
た
。

こ
の
「
草
案
」
は
、
一
九

六
八
年
（
昭
和
四
三
年
）

五
日
市
の
山
深
い
森
の
中

の
名
主
で
あ
っ
た
深
澤
家

の
土
蔵
の
中
か
ら
発
見
さ

れ
た
。

自
由
民
権
運
動
研
究
の

第
一
人
者
で
あ
る
東
京
経

済
大
学
の
色
川
大
吉
教
授

（
当
時
）
と
そ
の
ゼ
ミ
生

に
よ
っ
て
そ
の
土
蔵
の
扉

が
開
か
れ
、
一
万
点
近
い

厖
大
な
資
料
が
見
つ
か
り

百
余
年
近
い
眠
り
か
ら
覚

め
た
の
で
あ
っ
た
。

蔵
は
山
の
傾
斜
地
に
あ

る
屋
敷
の
一
隅
に
残
っ
て

お
り
、
普
段
は
人
の
訪
れ

る
気
配
も
な
く
ひ
っ
そ
り

と
歴
史
の
面
影
を
残
し
て

深
い
緑
に
つ
つ
ま
れ
て
い
た
。

明
治
十
年
前
後
、
没
落
士

族
の
不
満
や
百
姓
一
揆
を

背
後
に
板
垣
退
助
や
中
江

兆
民
な
ど
が
「
自
由
は
土

佐
の
山
間
か
ら
」
と
自
由

民
権
の
思
想
を
唱
導
し
そ

の
運
動
は
全
国
を
席
巻
し

た
。
関
東
で
は
福
島
、
群

馬
、
山
梨
、
秩
父
と
、
そ

し
て
こ
の
三
多
摩
で
は
五

日
市
を
中
心
と
し
て
こ
の

地
域
周
辺
に
広
が
っ
た
。

こ
の
運
動
で
提
唱
さ
れ
た

国
会
開
設
と
民
選
議
員
の

建
白
書
は
近
代
国
家
樹
立

の
た
め
の
理
想
的
情
熱
で

あ
っ
た
。

二
〇
四
条
か
ら
な
る
こ

の
「
草
案
」
は
立
法
、
行

政
、
司
法
で
構
成
さ
れ
、

そ
の
中
心
思
想
に
は
「
日

本
国
民
ニ
各
自
ノ
権
利
自

由
ヲ
達
ス
可
シ
他
ヨ
リ
妨

害
ス
可
ラ
ス
」
と
あ
り
、

近
代
憲
法
の
中
核
た
る
べ

き
「
人
権
」
思
想
が
全
体

に
貫
か
れ
、
明
治
初
期
に

あ
っ
て
は
画
期
的
な
も
の

で
あ
っ
た
。

こ
の
山
峡
の
地
で
こ
の

よ
う
な
「
憲
法
草
案
」
が

生
ま
れ
た
こ
と
は
驚
く
べ

き
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
地
に
五
〇
数
名
の

者
た
ち
が
学
習
運
動
に
結

集
し
、
そ
の
中
心
に
な
っ

た
の
が
土
蔵
の
当
主
で
名

主
で
あ
っ
た
深
澤
権
八
と

青
年
教
師
千
葉
卓
三
郎
ら

で
あ
り
、
い
ず
れ
も
二
〇

歳
前
後
の
青
年
た
ち
で
あ
っ

た
。

こ
の
運
動
は
秩
父
事
件

を
最
後
に
天
皇
制
国
家
権

力
に
徹
底
的
に
弾
圧
さ
れ

た
が
、
こ
の
民
主
主
義
の

思
想
の
源
流
は
、
脈
々
と

そ
の
後
の
幾
多
の
困
難
に

耐
え
て
地
下
水
脈
と
な
っ

て
民
衆
史
の
行
方
を
照
ら

し
続
け
て
き
た
。

私
た
ち
は
こ
の
歴
史
的

な
た
た
か
い
の
営
み
に
学

び
な
が
ら
「
押
し
つ
け
憲

法
」
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
は

ね
返
し
て
確
信
に
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

憲
法
は
未
完
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
あ
る
。
今
、
私
た

ち
は
一
人
ひ
と
り
が
自
ら

の
憲
法
草
案
を
つ
く
る
運

動
に
立
ち
上
が
っ
て
い
る

の
だ
。

（
野
々
垣
務
）

「
憲
法
」
の
源
流
に
学
ぶ

新
緑
の
奥
武
蔵
を
訪
れ
て

「
名
栗
湖
散
策
と
さ
わ
ら
び
の

湯
」
、
総
勢
三
六
名
の
バ
ス
ツ

ア
ー
に
参
加
し
た
。
出
発
後
に

幹
事
か
ら
行
程
の
説
明
が
あ
り
、

引
き
続
き
の
自
己
紹
介
は
ユ
ー

モ
ア
た
っ
ぷ
り
、
ド
ッ
と
笑
い

と
拍
手
が
お
こ
り
、
仲
間
意
識

を
高
揚
さ
せ
た
。
目
的
地
ま
で

時
間
が
あ
り
、
の
ど
自
慢
の
方

か
ら
「
北
国
の
春
」
「
高
原
列

車
は
行
く
」
「
オ
ー
ソ
レ
ミ
ヨ
」
。

ち
ょ
っ
と
子
守
唄
に
な
っ
て
う

た
た
寝
を
し
た
方
も
。
北
浦
和

か
ら
三
時
間
余
、
有
間
川
を
堰

き
止
め
た
名
栗
湖
に
着
い
た
。

こ
の
ダ
ム
湖
は
東
京
ド
ー
ム
の

６
杯
分
の
面
積
と
か
。
湖
面
を

漂
う
山
背
か
ぜ
、
山
々
の
新
緑

が
心
地
よ
い
気
分
に
さ
せ
て
く

れ
た
。
湖
畔
の
喫
茶
店
か
ら
、

ビ
ー
ル
、
コ
ー
ヒ
ー
で
喉
の
渇

き
を
潤
し
、
な
ん
と
贅
沢
な
時

間
で
あ
っ
た
。

し
ば
し
休
憩
し
て
、
至
近
に

あ
る
「
さ
わ
ら
び
の
湯
」
で
昼

食
と
な
っ
た
。
先
般
、
選
挙
の

慰
労
、
当
選
の
挨
拶
、
浦
和
区

に
お
け
る
議
席
奪
還
、
今
後
の

抱
負
を
熱
く
語
ら
れ
、
大
き
な

拍
手
が
あ
っ
た
。
乾
杯
に
続
き
、

歓
談
と
な
っ
た
。
地
元
の
市
議

が
お
祝
い
に
駆
け
つ
け
て
く
れ

た
こ
と
は
嬉
し
か
っ
た
こ
と
。

お
酒
が
お
喋
り
と
笑
い
を
誘
っ

て
、
良
い
雰
囲
気
で
あ
っ
た
。

食
事
後
、
さ
わ
ら
び
の
湯
に
、

露
天
風
呂
に
、
の
ん
び
り
と
。

「
満
足
、
あ
ー
満
足
！
」
と
至

福
の
ひ
と
と
き
で
あ
る
。
浦
和

か
ら
ち
ょ
っ
と
脚
を
伸
ば
し
て
、

大
い
に
自
然
を
満
喫
し
た
。
帰

途
に
サ
イ
ボ
ク
ハ
ム
、
道
の
駅

で
お
土
産
を
買
い
、
ツ
ア
ー
の

一
日
は
無
事
終
わ
っ
た
。
仲
間

の
方
々
と
の
交
流
と
絶
好
の
行

楽
日
和
に
恵
ま
れ
て
、
楽
し
い

旅
で
あ
っ
た
。
（
幹
）

浦和区 春のバスハイク


